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催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
の
一
部
改
正�

六

公
安
委
員
会

〇
臨
時
適
性
検
査
医
師
の
指
定�
六

規

則

　

行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
六
月
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
十
五
号

　
　
　
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
宮
城
県
製
菓
衛
生
師
試
験
委
員
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

宮
城
県
ふ
ぐ

処
理
者
試
験

委
員

ふ
ぐ
の
処
理
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
令
和
三
年
宮
城
県
条
例
第
十
八
号
）

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ふ
ぐ
処
理
者
試
験
に
係
る
試
験
問
題
の
作

成
、
合
否
の
決
定
等
に
関
す
る
事
項
の
審
議
に
関
す
る
こ
と
。

同

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
六
月
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
十
六
号

　
　
　
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

事
務
委
任
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
の
二
第
三
号
ロ
中
「
第
五
十
四
条
」
を
「
第
五
十
九
条
」
に
、「
第
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
十
三
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
項
第
八
号
ヌ
中
「
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
」

を
「
条
例
第
八
条
第
一
項
」
に
、「
届
出
」
を
「
休
業
等
の
届
出
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
を
同
号
ツ
と
し
、
同
号
リ
中
「
昭

和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
規
則
」
と
い
う
。」
を
加
え
、
同
号
リ

を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ヲ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ワ　

規
則
第
七
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
廃
業
の
届
出
の
受
理

　
　

カ�　

食
品
衛
生
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
食
品
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
等
を

　
　
　

定
め
る
命
令
（
令
和
元
年
内

閣

府

厚
生
労
働
省
令
第
十
一
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
共
同
命
令
」
と
い
う
。）
第

　
　
　

三
条
の
規
定
に
よ
る
回
収
の
変
更
の
届
出
の
受
理

　
　

ヨ　

共
同
命
令
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
回
収
の
終
了
の
届
出
の
受
理

　
　

タ�　

食
品
衛
生
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
三
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い

う
。）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
交
付

　
　

レ　

条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
書
換
え
交
付　

　
　

ソ　

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
再
交
付

　

第
六
条
第
一
項
第
八
号
チ
中
「
第
五
十
六
条
（
第
六
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
（
第
六
十
八
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
号
チ
を
同
号
ル
と
し
、
同
号
ト
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
（
第
六
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
条
第
一
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項
（
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ト
を
同
号
ヌ
と
し
、
同
号
ヘ
中
「
第
五
十
四
条
（
第
六
十
二
条
第
一
項
」

を
「
第
五
十
九
条
（
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
第
五
十
三
条
第
二
項
（
第

六
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
二
項
（
第
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
届
出
」
を
「
承

継
の
届
出
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ト　

第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
届
出
の
受
理

　
　

チ　

第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
回
収
の
着
手
の
届
出
の
受
理

　

第
六
条
第
一
項
第
八
号
ニ
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
（
第
六
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
一
項
（
第
六
十

八
条
第
一
項
」
に
、「
許
可
」
を
「
営
業
の
許
可
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
第
四
十
八
条
第

八
項
」
の
下
に
「（
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、

同
号
ロ
中
「
第
六
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
中
「
第

二
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「（
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
号
イ
を
同

号
ロ
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

イ　

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
被
害
情
報
の
届
出
の
受
理

　

第
六
条
第
一
項
第
九
号
中
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ホ　

第
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
回
収
の
着
手
の
届
出
の
受
理

　

第
六
条
第
一
項
第
九
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

チ�　

食
品
表
示
法
第
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
、
消
費
期
限
、
食
品
を
安
全
に
摂
取
す
る
た
め
に
加

熱
を
要
す
る
か
ど
う
か
の
別
そ
の
他
の
食
品
を
摂
取
す
る
際
の
安
全
性
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
等
を
定

め
る
内
閣
府
令
（
平
成
二
十
七
年
内
閣
府
令
第
十
一
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
府
令
」
と
い
う
。）
第
五

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
回
収
の
変
更
の
届
出
の
受
理

　
　

リ　

府
令
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
回
収
の
終
了
の
届
出
の
受
理

　

第
六
条
第
一
項
第
三
十
九
号
及
び
第
四
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

三�

十
九　

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年

宮
城
県
条
例
第
七
十
八
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
条
例
第
二

条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
か
き
の
処
理
に
関
す
る
取
締
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
三

号
）
の
施
行
に
関
す
る
次
の
こ
と
。

　
　

イ　

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
処
理
場
設
置
の
許
可

　
　

ロ　

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

　
　

ハ　

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
理
業
の
開
始
届
の
受
理

　
　

ニ　

第
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
衛
生
上
必
要
な
事
項
の
指
示

　
　

ホ　

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
処
理
場
の
施
設
の
改
善
命
令
、
使
用
の
停
止
又
は
許
可
の
取
消
し

　
　

ヘ　

第
二
十
条
（
第
三
号
を
除
く
。）
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
停
止

　

四�

十　

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
附
則
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
条
例
第
二
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
食
品
衛

生
取
締
条
例
（
昭
和
三
十
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
施
行
に
関
す
る
次
の
こ
と
。

　
　

イ　

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
加
工
業
の
登
録

　
　

ロ　

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
行
商
の
登
録

　
　

ハ　

第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
証
及
び
き
章
の
交
付

　
　

ニ　

第
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
拒
否
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

　
　

ホ　

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
有
効
期
間
の
延
長
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
更
新

　
　

ヘ　

第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

　
　

ト　

第
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
の
受
理

　
　

チ　

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
証
及
び
き
章
の
書
換
え
及
び
再
交
付

　
　

リ　

第
十
条
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
休
止
若
し
く
は
廃
止
又
は
合
併
以
外
の
事
由
に
よ
る
解
散
の
届
出
の
受
理

　
　

ヌ　

第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
善
命
令
、
措
置
命
令
及
び
営
業
停
止
命
令

　

第
六
条
第
一
項
中
第
五
十
号
を
第
五
十
一
号
と
し
、
第
四
十
一
号
か
ら
第
四
十
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
四
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四�

十
一　

ふ
ぐ
の
処
理
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
令
和
三
年
宮
城
県
条
例
第
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
、
検
査
及
び
質
問

　

第
六
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３�　

前
二
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
仙
南
保
健
所
長
に
、
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
権
限
を
委
任
す
る
。

　

一　

第
十
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
状
況
報
告
の
受
理
並
び
に
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
指
導
及
び
助
言

　

二　

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
と
さ
つ
禁
止
等
の
措
置

　

三　

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

　

四　

第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
及
び
収
去

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
三
十
四
号

　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
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令
和
三
年
六
月
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
環
境
生
活
部
長
の
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
に
係
る
専
決
事
項
の
項
第
四
号
イ
中
「
第
六
十
四
条
」
を

「
第
七
十
条
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
五
十
九
条
」
を
「
第
六
十
四
条
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
六
十
五
条
」
を

「
第
七
十
一
条
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二�

十
一　

ふ
ぐ
の
処
理
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
令
和
三
年
宮
城
県
条
例
第
十
八
号
）
の
施
行
に
関
す
る
次
の
こ

と
。

　
　

イ　

ふ
ぐ
処
理
者
の
免
許
の
取
消
し
（
第
十
六
条
）

　
　

ロ　

ふ
ぐ
処
理
者
試
験
の
受
験
の
停
止
又
は
合
格
の
取
消
し
（
第
十
九
条
）

　

別
表
第
一
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
長
の
専
決
事
項
の
項
第
二
号
中
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ロ　

回
収
の
届
出
の
公
表
（
第
十
条
の
二
）

　

別
表
第
一
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
長
の
専
決
事
項
の
項
第
四
号
中
「
食
品
衛
生
法
施
行
令
」
を
「
食
品
衛
生
法
」

に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
政
令
第
三
十
三
条
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
第

二
十
四
条
」
を
「
政
令
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
イ
中
「
徴
収
（
」
の
下
に
「
食
品
衛

生
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
政
令
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
号
イ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
に
イ
及
び
ロ

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

イ　

健
康
被
害
情
報
の
届
出
の
報
告
（
第
八
条
）

　
　

ロ　

回
収
の
着
手
の
届
出
の
報
告
（
第
五
十
八
条
）

　

別
表
第
一
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
長
の
専
決
事
項
の
項
第
四
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ヘ�　

回
収
の
変
更
の
届
出
及
び
回
収
の
終
了
の
届
出
の
報
告
（
食
品
衛
生
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
食

　
　
　

品
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
等
を
定
め
る
命
令
（
令
和
元
年
内

閣

府

厚
生
労
働
省
令
第
十
一

　
　
　

号
）
第
五
条
）

　

別
表
第
一
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
長
の
専
決
事
項
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
六　

ふ
ぐ
の
処
理
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
次
の
こ
と
。

　
　

イ　

ふ
ぐ
処
理
者
の
免
許
（
第
五
条
）

　
　

ロ　

ふ
ぐ
処
理
者
名
簿
の
訂
正
（
第
十
条
）

　
　

ハ　

ふ
ぐ
処
理
者
名
簿
の
登
録
の
削
除
（
第
十
一
条
）

　
　

ニ　

ふ
ぐ
処
理
者
の
従
事
停
止
命
令
（
第
十
六
条
）

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の
専

決
事
項
の
項
第
一
号
ト
中
「
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
三
号
）
第
四
条
」
を
「
条
例

第
八
条
」
に
改
め
、
同
号
ト
を
同
号
タ
と
し
、
同
号
ヘ
中
「
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
」
の
下
に
「
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
規
則
」
と
い
う
。」
を
加
え
、
同
号
ヘ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ヌ　

廃
業
の
届
出
の
受
理
（
規
則
第
七
十
一
条
の
二
）

　
　

ル�　

回
収
の
変
更
の
届
出
の
受
理
（
食
品
衛
生
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
食
品
衛
生
上
の
危
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
等
を
定
め
る
命
令
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
命
令
」
と
い
う
。）
第
三
条
）

　
　

ヲ　

回
収
の
終
了
の
届
出
の
受
理
（
命
令
第
四
条
）

　
　

ワ�　

許
可
証
の
交
付
（
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
三
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
四
条
）

　
　

カ　

許
可
証
の
書
換
え
交
付
（
条
例
第
六
条
）

　
　

ヨ　

許
可
証
の
再
交
付
（
条
例
第
七
条
）

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の
専

決
事
項
の
項
第
一
号
ホ
中
「
第
五
十
三
条
、
第
六
十
二
条
」
を
「
第
五
十
六
条
、
第
六
十
八
条
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を

同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ト　

営
業
の
届
出
の
受
理
（
第
五
十
七
条
）

　
　

チ　

回
収
の
着
手
の
届
出
の
受
理
（
第
五
十
八
条
）

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の
専

決
事
項
の
項
第
一
号
ニ
中
「
第
五
十
二
条
、
第
六
十
二
条
」
を
「
第
五
十
五
条
、
第
六
十
八
条
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を

同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
第
六
十
二
条
」
を
「
第
六
十
八
条
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号

ハ
と
し
、
同
号
イ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

イ　

健
康
被
害
情
報
の
届
出
の
受
理
（
第
八
条
）

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の
専

決
事
項
の
項
第
三
号
中
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ハ　

回
収
の
着
手
の
届
出
の
受
理
（
第
十
条
の
二
）

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の
専

決
事
項
の
項
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ホ�　

回
収
の
変
更
の
届
出
の
受
理
（
食
品
表
示
法
第
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
、
消
費
期
限
、
食
品

を
安
全
に
摂
取
す
る
た
め
に
加
熱
を
要
す
る
か
ど
う
か
の
別
そ
の
他
の
食
品
を
摂
取
す
る
際
の
安
全
性
に
重
要

な
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
等
を
定
め
る
内
閣
府
令
（
平
成
二
十
七
年
内
閣
府
令
第
十
一
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
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て
「
府
令
」
と
い
う
。）
第
五
条
第
二
項
）

　
　

ヘ　

回
収
の
終
了
の
届
出
の
受
理
（
府
令
第
五
条
第
三
項
）

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の
専

決
事
項
の
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
三
十
号
及
び
第
三
十
一

号
を
削
り
、
第
二
十
八
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　

二�

十
九　

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年

宮
城
県
条
例
第
七
十
八
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
条
例
第
二

条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
か
き
の
処
理
に
関
す
る
取
締
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
三

号
）
の
施
行
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
支
所
の
事
業
担
当
区
域
に
係
る
も
の
を
除
く
。）。

　
　

イ　

処
理
場
設
置
の
許
可
（
第
四
条
）

　
　

ロ　

処
理
場
の
用
途
廃
止
等
の
届
出
の
受
理
（
第
六
条
）

　
　

ハ　

処
理
業
の
開
始
届
の
受
理
（
第
十
五
条
）

　
　

ニ　

衛
生
上
必
要
な
事
項
の
指
示
（
第
十
七
条
の
二
）

　

三�

十　

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
附
則
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
条
例
第
二
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
食
品
衛

生
取
締
条
例
（
昭
和
三
十
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
施
行
に
関
す
る
次
の
こ
と
（
支
所
の
事
業
担
当
区
域

に
係
る
も
の
を
除
く
。）。

　
　

イ　

加
工
業
の
登
録
（
第
三
条
）

　
　

ロ　

行
商
の
登
録
（
第
四
条
）

　
　

ハ　

登
録
証
及
び
き
章
の
交
付
（
第
五
条
）

　
　

ニ　

登
録
の
拒
否
及
び
通
知
（
第
五
条
の
二
）

　
　

ホ　

有
効
期
間
の
延
長
及
び
登
録
の
更
新
（
第
六
条
）

　
　

ヘ　

地
位
の
承
継
の
届
出
の
受
理
（
第
六
条
の
二
）

　
　

ト　

変
更
の
届
出
の
受
理
（
第
七
条
の
二
）

　
　

チ　

登
録
証
及
び
き
章
の
書
換
え
及
び
再
交
付
（
第
九
条
）

　
　

リ　

営
業
の
休
止
若
し
く
は
廃
止
又
は
合
併
以
外
の
事
由
に
よ
る
解
散
の
届
出
の
受
理
（
第
十
条
）

　

三�

十
一　

ふ
ぐ
の
処
理
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
、
検
査
及
び
質

問

　

別
表
第
七
栗
原
保
健
所
及
び
登
米
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の
専
決
事
項
の
項
中
「
第
六
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
」

を
「
第
五
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
に
、「
第
二
十
二
号
」
を
「
第
二
十
一
号
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
七
塩
釜
保
健
所
の
支
所
長
の
専
決
事
項
の
項
中
「
第
四
号
、
第
五
号
、
第
十
六
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
」

を
「
第
十
五
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
七
号

　

森
林
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
に

お
け
る
保
安
林
及
び
保
安
施
設
地
区
の
皆
伐
に
よ
る
立
木
の
伐
採
に
つ
い
て
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百

四
十
九
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
許
容
限
度
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
三
年
六
月
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

	

同
一
の
単
位
と
さ
れ
る

保
安
林
の
種
類		



皆
伐
面
積
の
限
度
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

	

保
安
林
等
の
区
域

水
源
か
ん
養
保
安
林	

本
吉
地
区	

三
九
四
・
八
六

	

北
上
川
下
流	

三
四
二
・
四
四

	

石
巻
地
区	

三
七
六
・
九
六

	

迫
川
地
区	

九
八
二
・
三
五

	

江
合
川
上
流	

七
五
五
・
一
三

	

鳴
瀬
川
上
流	

一
、
二
七
八
・
四
九

	

江
合
川

	

　
　
　

下
流	

〇
・
八
六

	

鳴
瀬
川

	

黒
川
地
区	

二
四
五
・
一
八

	

仙
台
地
区	

一
、
三
三
〇
・
五
二

	

白
石
地
区	

一
、
四
六
二
・
八
三

土
砂
流
出
防
備
保
安
林	

本
吉
地
区	

二
四
・
九
八

	

北
上
川
下
流	

八
・
五
三

	

石
巻
地
区	

二
五
・
〇
二

	

迫
川
地
区	

七
二
・
一
六

	

江
合
川
上
流	

一
九
一
・
五
四

	

鳴
瀬
川
上
流	

二
一
八
・
〇
六

	
江
合
川

	
　
　
　

下
流	

一
二
・
一
二

	
鳴
瀬
川
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黒
川
地
区	

三
七
・
九
四

	

仙
台
地
区	

六
八
・
七
〇

	

白
石
地
区	

二
一
一
・
九
三

干
害
防
備
保
安
林	

仙
台
市	

五
・
一
八

	

石
巻
市	

二
七
・
九
二

	

気
仙
沼
市	

二
四
・
一
四

	
白
石
市	

三
・
一
八

	
角
田
市	

二
・
〇
八

	

登
米
市	

九
・
九
四

	

栗
原
市	

二
・
九
〇

	

東
松
島
市	

四
・
三
四

	

大
崎
市	

五
七
・
〇
〇

	

七
ケ
宿
町	

五
・
一
四

	

柴
田
町	

〇
・
九
八

	

丸
森
町	

二
・
七
二

	

大
和
町	

三
・
六
〇

	

大
郷
町	

〇
・
三
〇

	

加
美
町	

六
・
七
二

	

女
川
町	
一
六
・
八
二

	

南
三
陸
町	
〇
・
七
四

魚
つ
き
保
安
林	

石
巻
市	

一
六
・
九
二

	

気
仙
沼
市	

二
・
五
〇

	

東
松
島
市	

〇
・
四
二

	

女
川
町	

〇
・
九
〇

	

南
三
陸
町	

〇
・
九
〇

保
健
保
安
林	

宮
城
北
部
地
区	

二
一
・
三
四

	

宮
城
南
部
地
区	

六
・
九
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

令
和
三
年
六
月
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

日
吉
台
一
丁

目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

富
谷
市
日
吉
台
一
丁
目
、
黒
川
郡
大
和
町
も

み
じ
ヶ
丘
一
丁
目
（
次
の
図
の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
仙
台
土
木
事

務
所

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
構

造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
六
月
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

届
出
者
の
名
称

　
　

株
式
会
社
東
京
建
築
検
査
機
構

二　

変
更
後
の
事
務
所
の
所
在
地

　
　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
富
沢
町
十
番
十
六
号

三　

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
　

令
和
三
年
六
月
一
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
七
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
六
月
一
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

　
　
　
宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
宮
選
管
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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別
表
第
二
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち
ょ
う
の
里
ユ
ニ
ッ
ト
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桂
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

市
高
清
水
新
桂
葉
二
七
八
番
二

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
八
号

　

平
成
七
年
宮
選
管
告
示
第
八
号
（
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
三
年
六
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

　

仙
台
市
吉
成
保
育
所
、
仙
台
市
鶴
ヶ
谷
保
育
所
の
項
を
削
り
、
仙
台
市
鶴
ヶ
谷
第
二
保
育
所
の
項
中
「
同　

市
宮
城

野
区
鶴
ヶ
谷
三
丁
目
一
一
番
地
」
を
「
仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
三
丁
目
一
一
番
地
」
に
改
め
、
仙
台
市
鶴
ヶ
谷
第
二

市
営
住
宅
第
一
集
会
所
の
項
を
削
る
。

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
６７号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年
法
律
第
105号

）
第
102条

及
び
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
35年
総
理
府
令
第
60号
）

第
29条
の
３
の
規
定
に
基
づ
く
臨
時
適
性
検
査
医
師
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　
令
和
３
年
６
月
１
日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
森
山
　
博
　
　

病
　
　
気
　
　
等

住
　
　
　
　
　
所

氏
　
　
名

体
幹
機
能
障
害

仙
台
市
青
葉
区
五
橋
一
丁
目
６
－
６

登
　
米
　
祐
　
也


